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本システム概要
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試作した問診表システムのうち、体調管理機能について臨床ニーズの面から、抗がん剤治療患者の支援に
絞り、CTCAEを活用し、現在2～3週間ごとに行われる来院形式での診察の補助の位置付けで、クラウド
上での運用を前提に開発、臨床実験に向け準備を進めている。

患者自身がスマートフォンやタブレット端末などから毎週体調報告を作成、送信する。過去の報告は、を履
歴として確認可能。

紙と比べて、スマートフォンやタブレット端末であれば、文字のサイズ調整が容易であり、鉛筆を持てない
人であっても特別なソフトウェアなしに音声で入力が可能である。
Grade3以上の場合は、ルールベースによる自動化を用いて、リアルタイムに医師/看護師用のチャットシ
ステムを通して、急を要する治療や手術が必要な抗がん剤治療患者についての情報共有を行う。

体調報告に対するコメント機能を用いて、病院側から患者側に、必要に応じて電話再診などを促すことを
想定。
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CTCAEと本システム開発のためのカスタマイズ
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● 有害事象共通用語規準のこと。世界共通。がん治療における患者に生じた好ましくない症状や兆

候について、Grade1(症状なし・軽度)～Grade5(死亡)に分けられる。

● 体調モニタリングシステムでは、動作確認のため、Grade1～Grade5の症状を、患者に理解で

きそうな言葉として追加し、自覚症状として体調報告の画面で入力できる仕組みを実装。

下記は実際に患者に理解できそうな言葉に直した表を作成し、一部を抜粋したものになる。
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先行研究
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先行研究：静岡県立静岡がんセンター

● 患者報告アウトカムを得るためのがん薬物療法における副作用評価基準開発の試み

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjscn/31/0/31_31_yamamoto_20170222/_article/-

char/ja/

● がん薬物療法における副作用患者自己評価集積のための一元化システムの臨床応用

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ithc/13/2/13_3/_article/-char/ja

差別化ポイント

● 患者自身が自宅や仕事先などから副作用についてスマートフォンなどで体調報告を作成

● 体調報告は、履歴確認可能

● 体調報告について、CTCAEのグレードにもとづき、病院関係者へ通知と情報共有の自動化

● 電話再診について、病院側からのコメントを患者別に履歴として記録

● REST APIによる他システム連携
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システム概要図
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AI開発は、あくまで人間の意思決定の支援に
特化させる。AIに意思決定はさせない。



CTCAE Grade 判別
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自動変換ルール

患者に生じた自覚症状

患者が入力する体調報告画面

CTCAE Grade
1～5 のいずれ
か出力

システムの
データベースに

保存

通知条件に合致
の場合、病院側
の関係者に通知

● 患者側で理解できそうな表現を追記した

「CTCAE」をもとに、自動変換ルールを定義

● 患者が入力した体調報告内容から、該当する

CTCAEの「Grade1～5」を判定し、データベー

スに記録

● 通知条件を満たした場合、通知処理を自動実施
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患者 >> 病院に毎週報告

● スマートフォン/タブレット/パソコンなどを通じ

て、毎週の体調を報告

● 自覚症状、現在の気持ち、顔写真などを報告

● 過去の報告履歴が、参照できる。

● 患者からの報告について、患者側と病院側で双

方向に会話するコメント機能を搭載。

● 患者の入力内容が、CTCAE Grade 3 以上

と判定された場合、病院側関係者に一斉通知。
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自覚症状のある該
当箇所をチェック

チェックした箇所の
み質問が表示される

各自のユーザー名でログイン

「リクエスト」から
過去の報告を確認
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通知受信 >> 報告の表示

● チャットシステムを通じて、患者からの報告を病

院側の関係者に一斉通知を想定。

● 通知条件は、CTCAEでGrade3以上を想定。

○ 通知条件の変更はいつでも可能。

● 通知内の「URL」から患者の報告を閲覧。

● チャットシステムについては、パブリック型、プラ

イベート型のどちらでも対応。

○ Slack / Microsoft Teamsなど

■ 他企業や他病院とサーバーリソース

を共有するパブリック型

○ Mattermost

■ Slackとは異なり病院専用とする

プライベート型

● メール通知なども可能
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病院側

● 病院側の画面では対応の進捗を管理

● コメント機能を用いて、体調報告別に患者にお

知らせを送信。電話再診について通知などが考

えられる。

● 病院側画面では、オンラインで直接患者と接触

しないが、抗がん剤治療で関係のある医師や看

護士と情報共有可能
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患者名

患者が選ん
だ自覚症状

患者の現在の気持ち

病院から患者へ
のお知らせ履歴
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病院 >> 患者へ通知機能

● コメント機能を、病院 >> 患者へ一方通行に制

限するプログラムを追加開発。

● 電話再診用の電話にかけていただくよう誘導

● コメント機能は、リアルタイム性はないのでチャ

ットシステムではないが、オンライン診察ではチ

ャットシステムを許可していないため、コメント

機能がチャットシステムと誤解されないように、

現時点(2019年9月)で、患者 >> 病院側に

返信する機能を制限した。
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「リクエスト」から
過去の報告を確認

病院から患者へのお知らせ

10



今後のロードマップ
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2019～2020年
非臨床試験による

性能評価

2020年
臨床実験

2021～2022年
臨床実験

2023年
病院への本格導入
に向けた活動

✓ 必要最小限の
機能開発/実装

✓ 非臨床実験に
よる動作確認

✓ 患者の方々の協力
による動作確認お
よび性能試験

✓ AIおよびVR連携
準備

✓ 性能試験にもとづ
く論文作成

✓ 効果検証

✓ データ分析

✓ 効果検証に関する
論文作成

✓ 本格導入に向けた
アクションなど

11



END OF THE DOCUMENT
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